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るものとする。

［２スパン毎］

両側スパンには必ず設け
但し、端末及びコ－ナ－

帆ばらみ防止　FB19×6 
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引抜け防止
BN M8×75 
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全柱控付
φ60.5×2.3 

FB50×6 
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ＰＣバックネット ＳＣ６０００＋１０００ S=1:40 
（昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力 ＧＬ＋０ｍ に依る) 
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胴縁に金網取付断面図

φ9.5c.t.c.300 
水抜穴

S=1:3 

Ａ部取付図

角根BN M8×55 

主柱

S=1:5 Ｂ部取付図

主柱
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主柱 控柱
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S=1:6 Ｃ部取付図

4
.
5
 

づく風圧力に依る。
設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基

φ３．２×４０ｍｍ
φ４．０×５０ｍｍ

基礎条件・・・長期許容地耐力　９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）

外装は金網類を除く他は溶融亜鉛めっきとする。
本柵の金網規格は下記の通りとする。２．

備考
１．

設計条件GL+0m 

φ38.1×1.6 
（水抜穴付）

（水抜穴付）

φ38.1×1.6 

φ38.1×1.6 

φ38.1×1.6 

φ4.0 

前面壁


